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2025 年 11 月 1 日 

田園調布学園大学  
み ら い こ ど も 園 
園 長 勝浦 芳子 

1１月号 

                    秋を感じて 
１０月は雨も多く、日照時間が梅雨の時期よりも少ないという異常気象で「一気に冬？秋はどこに？」と感じてしまうほどで

した。しかし、晴れの日には空気が澄んでいて、両手を広げて空を見上げると、新しいエネルギーが入ってくるようで、身も心も

爽やかになりました。最近は、秋を感じる時期が少なくなってきていますので、貴重な秋を満喫したいですね。 
さて、子ども達はというと、より一層元気パワーで、興味関心のアンテナをフル活動させて毎日の園生活を楽しんでいます。                                                                    
１０月の秋を感じるイベントとしては、にじ組さんとそら組さんが園庭で育てていたお芋掘り、学年ごとの遠足でしたが、お

芋掘りではにじ組さんが畑に入り、ツルを引っ張るとあちらこちらから「あったよ！でっかいよ！」「これ面白い形だね！」など

と声が上がり、夢中になってお芋掘りを楽しみました。そら組さんは畑の周りに植えた麻袋を解体し、お芋を一生懸命探しまし

た。収穫したお芋は、どれも色や形がよく例年にない良い収穫となりました。お芋を掘っている子ども達の中には、お芋よりも

虫に目がいく子もいて、たくさんの生物の発見に興奮しているようでした（笑）。周りにいたほし組さんや乳児さんも、お芋掘り

の光景に興味津々でお芋を触ったり、葉っぱを頭の上にのせたり、体に巻き付けたり、つるを引っ張って力比べをしたり、電車

ごっこをしたりとアイディア満載の遊びを楽しんでいました。２８日には、収穫したサツマイモを調理室で蒸かし、にじ組の子

ども達がお店を作ったり、乳児さんが待っているところに行きお芋をやさしく分けてあげたりして、子ども達の微笑ましい姿が

見られました。お芋をもらった子ども達は、皆「おいしいね」と言いながら食べ、幸せな時間を過ごしました。また、にじ組の子

ども達からは、トッピングをして食べたいというリクエストがあったので「塩、砂糖、はちみつ、きな粉」を用意して、その中か

ら２種類選んで、味比べを楽しみました。今回は、どの学年もお代わりする子が多く、収穫した喜びとみんなで育てた物は格別

に美味しいと感じ取ってもらえたことは、子どもたちにとって何よりも食の学びになりました 
 ほし組さんのお弁当（おにぎり）お散歩は、江川せせらぎ遊歩道を中心に草木や生き物を見つけながら、秋を感じてきました。

また新城高校にお邪魔して、どんぐり拾いを体験させていただきました。当日は、校長先生、副校長先生、教頭先生、広報の先生

も立ち会い、温かく見守っていただきました。そら組さんも後日、どんぐり拾いを体験させていただき、たくさんのどんぐりを

拾ってきました。「新城高校は宝の山だね」「すごいよ」と感想を言う子もいて、大満足の様子でした。そら組さんの遠足は、江川

せせらぎ遊歩道を通って、アスレチック遊具があるところまで行きました。怖がっている子もいましたが、アスレチック遊具や

大きな滑り台に挑戦して楽しみました。ほし組さんもそら組さんも、園に帰ってきて来てからはお弁当タイム。お家の方の愛情

たっぷりのおにぎりやお弁当を口いっぱいほおばって「おいしいね」と幸せいっぱいの様子でした。にじ組さんの遠足は、観光

バスに乗って、「王禅寺四ツ田緑地」に行き自然体験をしてきました。予報ではお天気なはずだったのに、朝から怪しい空模様で、

それでも、子どもたちは、なんのその、バスの中は大盛り上がりで、車窓から見えるものを題材におしゃべりに花が咲いていま

した。現地に到着すると、カウボーイハットを被ったひげじい、レオ、ジミーという３人の森の案内人の方に出迎えてもらい、森

の過ごし方、約束事、虫の名前などを教えていただきました。まるで、妖精のトトロが住んでいるような森の中を歩き、古木や、

キノコ、虫、どんぐりを見つけたり、竹でできたドームの中に入ったり、丘を登ったりして、普段体験できない環境の中で遊びま

した。また、当日は少し雨交じりで寒かったので、焚火の仕方も教えてもらい、枝や葉っぱを見つけては、「燃える燃えない」と

言いながら暖をとっていました。自然と触れ合うことは、五感を豊かにするだけではなく、命の尊さも学ぶことにもつながりま

す。これからも、いろいろなことに興味関心を持ち続けて欲しいと思います。お昼は、お手製の美味しいお弁当を気の合う友達

と一緒に食べました。「ママのお弁当は、世界一美味しいね」と言いながら、幸せいっぱい笑顔が溢れていました。しかしながら、

食べ終わろうとしたころ大粒の雨が降り出し「急げー、避難！」と声を掛け合い、大きな樹の下に移動しました。普通だったらび

しょ濡れになるところでしたが、大きな樹がみんなを守ってくれました。帰りのバスでは、疲れて寝てしまう子、まだ遊び足り

ない子、さまざまでしたが充実した遠足になりました。１１月に入ると秋がさらに深まりますので、自然の変化に興味関心を持

ち多くの学びとなることを願います。 

老いもおいしいおいも おいもおいしいよ～ おいも、たくさんほれたよ にじ組 自然体験遠足 ひげじいと 


